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謹
ん
で
年
の
始
め
の
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
清
々
し
く
希
望
に
満
ち
た
、
輝
か
し
い
平
成
二
十
四
年
の
新
年
を
、
ご
家
族
お
揃

い
で
、
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
町
行
政
に
対
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　
　

　

本
年
も
「
健
康
で
明
る
く
、
住
み
よ
い
、
誇
り
の
持
て
る
町
づ
く
り
」
の
実
現
に
、
精
魂

を
傾
け
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
に
、
多
良
木
中
学
校

野
球
部
が
三
月
二
十
三
～
二
十
五
日
に
、
静
岡
県
浜
松
市
を
中
心
に
行
わ
れ
る
、
全
国
大
会

に
九
州
代
表
と
し
て
、
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
多
良
木
町
、
そ
し
て

町
民
全
員
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。
町
民
皆
様
の
ご
支
援
並
び
に
御
声
援
を
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
政
府
は
一
層
の
貿
易
自
由
化
を
進
め
る
基
本
方
針
を
閣
議
決
定
し
、
関
税
の
撤

廃
を
大
前
提
と
し
た
、
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
向
け
て
の
話
し
合
い

に
参
加
表
明
を
し
ま
し
た
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
疑
問
を
持
つ
一
人
で
あ
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

よ
る
輸
出
産
業
の
メ
リ
ッ
ト
と
正
反
対
に
、
輸
入
農
産
物
の
攻
勢
に
さ
ら
さ
れ
る
農
林
業
が
、

大
き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
は
、
農
水
省
の
影
響
試
算
に
よ
っ
て
も
、
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

多
良
木
町
長　

松　

本　

照　

彦

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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私
達
の
組
織
で
あ
り
ま
す
全
国
町
村
長
大
会
で
も
、
一
昨
年
に
引
続
き
反
対
決
議
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
地
方
に
お
け
る
地
域
経
済
は
、
農
林
業
を
は
じ
め
と

す
る
第
一
次
産
業
が
基
幹
と
す
る
産
業
で
あ
り
、
ま
た
、
農
林
業
だ
け
で
な
く
医
療
を
含
む
全

て
の
分
野
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
政
府
の
動
向
を
注
意
深
く
、
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
台
風
等
の
自
然
災
害
の
多
い
年
で
、
そ
の
復
興
元
年
と
し

て
、
政
府
も
国
会
も
全
力
で
そ
の
任
に
当
た
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興

が
出
来
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
私
は
、
今
回
の
震
災
を
機
に
、
食
料
の
み
な
ら
ず
、

電
気
・
上
下
水
道
・
交
通
・
通
信
等
の
イ
ン
フ
ラ
な
ど
、
安
全
で
安
心
に
暮
ら
し
て
い
け
る
、

町
づ
く
り
の
重
要
性
を
再
認
識
致
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
町
に

は
豊
か
な
自
然
環
境
や
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
豊
富
な
資
源
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
を
有
効
に
活
用
し
、
新
し
い
産
業
を
創
出
・
育
成
し
、
地
域
の
雇
用
と
経
済
の
再
生
を
図
る

と
と
も
に
、
先
人
が
守
り
続
け
て
き
た
伝
統
あ
る
文
化
や
、
地
域
社
会
の
強
い
絆
を
守
り
育
て

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
多
良
木
町
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
誇
れ
る
よ
う
な
社
会
を
築
い
て
い

く
こ
と
が
、
現
在
に
生
き
る
大
人
の
責
任
で
有
り
、
行
政
の
責
任
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
子

ど
も
達
が
町
や
ム
ラ
で
夢
を
育
み
、
よ
り
希
望
に
満
ち
た
多
良
木
町
づ
く
り
に
一
層
精
進
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
・
国
・
地
方
を
問
わ
ず
、
経
済
不
況
の
か
ぜ
が
吹
い
て
お
り
、
経
済
疲
弊
か
ら
脱
却
で

き
ず
に
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
済
環
境
の
中
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
「
ム
ダ
・
ム
リ
・

ム
ラ
」
を
無
く
し
て
、
限
ら
れ
た
予
算
で
、
最
大
の
効
果
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
、
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
町
民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
平
成
二
十
四
年
が
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
祝
辞
と
致
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年　

元
旦
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十
二
月
十
八
日
（
日
）、「
第
五
十

九
回
球
磨
一
周
市
町
村
対
抗
熊
日
駅

伝
大
会
」
が
、
人
吉
城
跡
ふ
る
さ
と

歴
史
の
広
場
を
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル

と
す
る
八
区
間
全
長
五
十
二
・
九
四

㎞
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
多
良
木
町

か
ら
の
三
チ
ー
ム
を
含
む
二
十
六

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

本
町
Ａ
チ
ー
ム
は
、
三
位
で
ゴ
ー

ル
。
昨
年
に
続
き
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｂ
チ
ー
ム
十
四
位
、

Ｃ
チ
ー
ム
二
十
五
位
の
成
績
で
し
た
。

▲Ｃチーム及び補員のみなさん

　

今
大
会
で
二
十
回
出
場
の
久
保
田

幸
二
選
手
、
倉
岡
秀
幸
選
手
、
十
回

出
場
の
野
島
靖
徳
選
手
が
、
球
磨
郡

体
育
協
会
か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

選
手
、
監
督
、
関
係
者
の
み
な
さ

ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。大
会
成
績
・

出
場
選
手
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
会
成
績
】

優　

勝　
　

あ
さ
ぎ
り
町
Ａ

二　

位　
　

錦
町
Ａ

三　

位　
　

多
良
木
町
Ａ

四　

位　
　

湯
前
町
Ａ

五　

位　
　

あ
さ
ぎ
り
町
Ｂ

【
出
場
選
手
等
】（
敬
称
略
）

■
Ａ
チ
ー
ム

監　

督　
　
　
　

椎
葉　

哲
哉

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

山
崎　

隆
一

選
手　

西　

智
也
・
福
嶋
健
太
朗

　
　
　

岩
﨑　

勝
杜･

和
泉
誠
史
郎

　
　
　

高
椋　

健
治
・
小
場　

明
菜

　
　
　

作
田　

智
宏
・
野
島　

靖
徳

■
Ｂ
チ
ー
ム

監　

督　
　
　
　

作
田　

仁

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

中
野　

恵
梨
香

選
手　

中
野　

豊
実
・
永
野　

将

　
　
　

倉
岡　

秀
幸
・
岩
﨑　

静
也

　
　
　

中
村　

拓
己
・
岩
浪　

晴

　
　
　

上
原　

晃
弘
・
椎
葉　

哲
哉

■
Ｃ
チ
ー
ム

監　

督　
　
　
　

高
松　

克
彦

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

谷
脇　

奈
緒
美

選
手　

吉
田　

和
也
・
安
田　

成
志

　
　
　

久
保
田
幸
二･

川
邉　

宏
樹

　
　
　

豊
永　

博
文
・
島
崎　

由
美

　
　
　

松
村　

拓
郎
・
田
上　

卓

補　

員

　

吉
田　

功
二
・
岩
元　

隆
喜

　

吉
永　

護
・
桑
原　

大
典

　

佐
々
木
邦
人･

小
夏　

泰
樹

　

那
須　

龍
星
・
東　

瑠
光

　

大
石　

健
太
・
那
須　

健
一

　

杉
野
香
菜
子･

島
田　

梨
瑚

▲Ｂチームの選手

▲ 3位入賞を果たしたＡチームの選手

▲最終区で追い上げを見せた野島選手

▲号砲とともにスタートする１区の選手

▲６区で力走を見せた小場選手（Ａチーム）

球
磨
一
周
市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会

～ 

多
良
木
町
Ａ
チ
ー
ム　

三
位 

～
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平
成
二
十
四
年
多
良
木
町
成
人
式
が
、

一
月
四
日（
水
）多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
来
賓
・
関
係
者

多
数
出
席
の
も
と
新
成
人
者
（
対
象
者

百
八
名
・
出
席
者
九
十
名
）
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
受
付
を
済
ま
せ
た
ス
ー

ツ
や
袴
姿
の
男
性
成
人
者
と
、
色
と
り

ど
り
の
振
り
袖
姿
の
女
性
成
人
者
が
集

い
、
華
や
い
だ
雰
囲
気
の
中
、
午
前
十

時
か
ら
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、馬
場
大
聖
さ
ん
（
黒
一
区
）

と
蔵
座
渚
名
さ
ん
（
多
六
区
の
三
）
二

名
の
司
会
で
、｢

成
人
の
日｣

運
営
委

員
長
の
柳
川
智
寛
さ
ん
（
黒
五
区
）
の

開
式
の
辞
で
始
ま
り
、
吉
永
裕
香
さ
ん

（
黒
十
区
）
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ
る
国

歌
斉
唱
の
あ
と
、
松
本
照
彦
町
長
の
式

辞
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
新
成
人
者
代
表

の
小
場
眞
慈
さ
ん
（
久
三
区
）
へ
多
良

木
町
か
ら
記
念
品
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
鍋
田
清
高
町
議
会
議
長
、

三
宅
昭
市
区
長
自
治
会
長
の
来
賓
祝
辞

や
、
中
学
校
三
年
時
学
年
主
任
の
中
野

博
先
生
か
ら
の
祝
辞
に
続
き
、
椎
葉
直

弥
さ
ん
（
黒
七
区
）
が
誓
い
の
言
葉
を
、

木
村
汐
里
さ
ん
（
多
六
区
の
二
）
と
渕

田
暢
亮
さ
ん
（
多
八
区
の
一
）
が
新
成

人
の
主
張
を
、
そ
し
て
犬
童
貴
一
さ
ん

（
黒
二
区
）
が
交
通
安
全
宣
言
を
そ
れ

ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

　

発
表
者
表
彰
の
後
、
消
防
音
楽
隊
に

よ
る
お
祝
い
の
演
奏
が
あ
り
、
河
村
勝

教
育
委
員
の
音
頭
に
よ
る
万
歳
三
唱
、

青
年
団
長
の
嶋
元
竜
也
さ
ん
に
よ
る
団

員
募
集
の
説
明
を
は
さ
み
、｢

成
人
の

日｣

運
営
副
委
員
長
の
平
川
真
唯
さ
ん

（
多
八
区
の
一
）
の
閉
式
の
辞
を
も
っ

て
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
成
人
式
が
華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲夢と希望を抱いて出席した新成人のみなさん

▲運営副委員長の平川さん ▲司会の馬場さん（左）と蔵座さん（右） ▲運営委員長の柳川さん

▲誓いの言葉を述べる椎葉さん ▲記念品を受け取る小場さん ▲ピアノ伴奏する吉永さん

▲交通安全宣言をする犬童さん ▲新成人の主張をする渕田さん ▲新成人の主張をする木村さん



（６）

　

免
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
結
成
四
十
五
周

年
を
迎
え
ら
れ
、
そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
多
良
木
町
に
時
計
台
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
た
ら
ぎ
で
行
わ
れ
た
贈
呈

式
で
は
、
犬
童
会
長
か
ら
松
本
町
長
に
目
録
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
町
長
は
、「
多
良
木
町
の
活
性
化
の
た
め

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。
そ
の
ご
厚
情
に
心

よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
、

犬
童
会
長
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

免
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り

時
計
台
を
寄
贈

～
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
た
ら
ぎ
に
設
置
～

▲目録を手渡す犬童会長（左）
　

十
二
月
八
日
（
木
）、
本
町
役
場
応
接
室
に
お

い
て
、
多
良
木
町
ゴ
ル
フ
協
会
（
丸
目
征
弘
会

長
）
か
ら
黒
肥
地
小
学
校
（
伊
㔟
啓
史
朗
校
長
）

へ
五
万
円
分
の
図
書
券
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
十
一
月
に
球
磨
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
で
開
催
さ
れ
た
、
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
（
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
）
に
参
加
さ
れ
た
方
々
の
善
意
に
よ

る
募
金
か
ら
購
入
さ
れ
た
も
の
で
、
平
成
六
年

か
ら
毎
年
町
内
の
各
学
校
等
へ
寄
贈
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

毎
年
の
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
協
会
が
図
書
券
を
寄
贈

▲図書券を渡す丸目会長

　

中
学
生
の
税
の
作
文
に
学
校
全
体
で
取
組
ま
れ
た

こ
と
に
対
し
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
か
ら
多

良
木
中
学
校
（
横
瀬
知
節
校
長
）
へ
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
十
二
月
十
四
日
（
水
）
に
校
長
室
に
お
い
て
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

多
良
木
中
学
校
が
税
の
作
文
に
学
校
全
体
で
取
組

ま
れ
た
の
は
今
年
度
が
初
め
て
で
、
生
徒
に
税
に
つ

い
て
学
ん
で
も
ら
い
、
立
派
な
社
会
人
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、「
人
吉
球
磨
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
会
長
」
賞
を
受
賞
さ
れ
た
落
合
菜
々
香
さ
ん
（
二

年
生
）
へ
の
伝
達
式
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
良
木
中
学
校
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た

▲伝達式に出席された落合さんと先生（前列）

町
に
多
額
の
寄
付

▲寄付を手渡す岩本さん
　

平
成
二
十
三
年
中
に
「
町
の
た
め
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
」
と
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
上
原　

丸
夫　

様
（
黒
十
区
）

・
久
保
田
幸
代　

様
（
多
八
区
の
二
）

・
味
岡　
　
　
　

様
（
多
六
区
の
三
）

・
家
城　

昭
彦　

様
（
多
二
区
の
二
）

・
岩
本　

岩
男　

様
（
久
三
区
）

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
の
活
性
化
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
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平
成
二
十
四
年
経
済
セ
ン
サ
ス

−

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

●
平
成
二
十
四
年
二
月
に
実
施
す
る
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
は
、
全
て
の
企
業
・
事
業
所

を
対
象
に
、
全
産
業
分
野
の
経
済
活
動
を
同
一
時
点
で
網
羅
的
に
把
握
す
る
我
が
国
唯
一
の

調
査
で
す
。

●
調
査
の
結
果
は
、
国
の
各
種
行
政
施
策
を
は
じ
め
、
地
域
の
産
業
振
興
や
商
店
街
の
活
性
化

な
ど
の
地
域
行
政
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

●
支
社
等
の
な
い
事
業
所
等
に
は
、
調
査
員
が
直
接
伺
い
、
調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。

●
支
社
等
を
有
す
る
企
業
に
は
、
国
、
都
道
府
県
及
び
市
が
民
間
事
業
者
を
通
じ
て
本
社
等
に

調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。

●
調
査
票
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
末
日
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
二
月
一
日
以
降
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
御
回
答
を

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

経済センサスキャラクター

総務省・経済産業省・熊本県・多良木町
経済センサス -活動調査については、キャンペーンサイトをご覧ください。

http://www.stat.go.jp/data/e-census/campaign/index.htm
【問い合わせ先】多良木町役場企画観光課　電話４２−１２５７（直通）
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保健センターだより保健センターだより

　感染性胃腸炎は、例年冬場に増加し、１２月にピークを迎えます。今年は、例年より増加するの

が遅いですが、これから特に注意が必要な感染症の１つです。

　感染性胃腸炎の原因には様々なウイルス、細菌などがあります。症状は、原因となる病原体や患

者の状態により異なりますが、発熱、下痢、吐き気、嘔吐、腹痛などがあります。子供の場合、元

気がなかったり、不機嫌な状態が続く時はすぐに受診してください。家庭では脱水を起こさないよ

う、水分補給に努めましょう。

　これからの季節はウイルスを原因とするものが増加します。中でも特にノロウイルスの感染力は

きわめて強く、医療機関や社会福祉施設、学校など集団生活の場で流行を起こすことがあります。

家庭においても注意が必要です。

～ノロウイルスを予防する４つのポイント～

①生ものを食べるのを極力避け、８５℃で 1 分以上加

熱調理しましょう。

②調理の前後、トイレやおむつ交換の後などは、必ず

せっけんで手を洗いましょう。

③調理器具の使用後は、ときどき次亜塩素酸ナトリウム（塩素系漂白剤）に浸して殺菌しましょう。

④嘔吐物や便を処理するときは、マスクと手袋を着用し、周りを汚染させないようにしましょう。

【感染性胃腸炎が増加しています。】

　マイコプラズマ肺炎が、例年と比べ全国的に多く報告されています。マイコプラズマ肺炎は、幼児、

学童、青年を中心に、晩秋から早春にかけて報告数が多くなる傾向がありますので、引き続き注意

が必要です。

　マイコプラズマは細菌の一種で、感染患者からのくしゃみや鼻水による飛沫感染、接触感染によ

り感染します。感染すると、２～３週間の潜伏期を経て、発

熱、全身倦怠、頭痛などの症状が見られ、その後咳が始まり

ます。咳は、徐々に強くなり、解熱後も長く続きます（３～

４週間程）。また、マイコプラズマ肺炎は、時に重症化する

ことがあります。

　予防するにはうがいなどの一般的な感染症予防が重要で

す。また、患者との濃厚な接触をさけることも有効な予防法

の一つです。

【マイコプラズマ肺炎の報告が続いています。】

《お問い合わせ先》　多良木町保健センター　電話 ４２−１１００（直通）
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国民年金インフォメーション国民年金インフォメーション

新成人のみなさん
おめでとうございます

　国内に居住する 20 歳以上 60 歳未満のすべての人は国民年金に加入し、国民年金の保険
料を納めることになります。
　収入等がなく保険料の支払いが困難な場合は「学生納付特例制度」（学生のみ）、「若年者
納付猶予制度」（30歳未満）などの保険料免除制度があります。

【お問い合わせ先】

２０歳になったら国民年金

１．老後を支えます
２．病気やけがで障害の状態になったときに支えます
３．加入者が亡くなったとき、子のある配偶者、子を支えます

国民年金（基礎年金）３つのポイント
老齢基礎年金
障害基礎年金
遺族基礎年金

　公的年金制度は、現役世代が納める保険料で高齢者の方の年金を負担するという「世代と
世代の支え合い」が基本です。

世代と世代の支え合いの仲間入り

　日本の公的年金制度は、２階建て構造になっています。

　　　公的年金制度の仕組み（平成22年度末）

公的年金制度は２階建て

第１号被保険者
農業、自営業者、
学生の方など

1,938 万人

第２号被保険者
サラリーマンや
公務員の方など

3,884 万人

第３号被保険者
第２号被保険者に

扶養されている配偶者の方

1,005 万人

国民年金（基礎年金）

厚生年金保険など

八代年金事務所
健康・保険課　保険年金係

TEL ０９６５−３５−６１２３
TEL ４２−１２５５

２階建て構造

6,827 万人
※ 20 歳になった時の国民年金の手続きについては市（区）町村または、年金事務所まで
　 お問い合わせください。
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教育委員会だより教育委員会だより

スタッフ集合写真

「サイテク祭 2011」が開催されました

▲多良木中生徒による
「ポリ袋の熱気球」

　１２月４日（日）多良木町青少年育成会議主催による「サイテク祭 2011」が多良
木町民体育館を会場に開催されました。サイテク祭とは、最新技術のロボットに見た
り触れたりしながら、子どもたちに科学（science) や技術 (technology) の楽しさを伝
えると共に夢を与えることを目的として開催されています。
　多良木中生徒による「ポリ袋の気球作り」「ビニールロケット作り」や多良木高校
の「紙ホイッスル作り」、南稜高校の「紙コプター作り」、球磨工業高校の「マイコンカー」
や「ロボット教室」など様々なコーナーがあり、子どもたちは興味津々で体験してい
ました。他にも各団体 趣向をこらした内容で、どのコーナーにも目を輝かせた子ど
もたちの姿が見られました。参加した子どもたちは、身近に科学に触れ体験し満足し
た一日となったようでした。ご協力いただいた関係者の皆様ありがとうございました。

南幌町へ行ってきます
　姉妹町児童交流学習事業の一環として、1 月 27 日（金）から 30 日（月）まで多良木町の小学 6 年
生 10 名と引率者 4 名が、姉妹町の北海道南幌町を訪問します。
　この交流事業は昨年度から始まり、多良木町の小学 6 年生 10 名と南幌町の小学 6 年生 10 名がお互
いの町を訪問し、心豊かでたくましい児童の育成と今後の友好交流を図る事業です。
　今年 7 月 29 日から８月１日に南幌町の児童と引率者が多良木町へ来町されましたが、今回は多良
木町の児童と引率者が南幌町を訪問します。
　４日間の交流内容は 3 月号でお伝えする予定です。

多良木町青年団による「アロマキャンドル作り」 多良木高校による「紙ホイッスル作り」
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　今月は、子どもからご年配まで、気軽に楽しめるスポーツの紹介です。バドミントン・卓球・テ
ニス教室では、友達や家族での参加が多く和気あいあいと活動しています。当クラブでは、基礎か
ら指導して頂けるので楽しみながら上達していき、中でも、子どもの上達は目を見張るものがあり
ます。幅広い年齢で、共通の話題を楽しんでみてはいかがでしょうか。

バドミントン教室 ☆年齢に関係なく、みんなが気軽
に楽しめる、それがバドミントン
です。
　楽しいけど、けっこうハード、
ハードだけど楽しい。みんなで
よい汗ながしましょう。

◎指導者(新堀、久保田、岩崎、新堀、西） 

毎週火曜日、午後７時３０分から町民体育館、
毎週土曜日、午後７時から宮ヶ野小体育館で
活動しています。

スポーツ振興くじ助成事業

【問い合わせ先】　あいあいスポーツクラブたらぎ事務局
　　　　　　　　多良木町教育委員会内　　担当　竹下・渕田　
　　　　　　　　ＴＥＬ４２－１２６７　ＦＡＸ４２－２２９３

卓
球
教
室

◎指導者(猪原、西、黒木、福嶋)

☆初心者大歓迎！
　老若男女、ぜひ一
度参加してください。
　さわやかな汗を流
しましょう。

テ
ニ
ス
教
室

◎指導者（松枝、中村、竹中）

☆テニスは、向上心
を奮い立たせます。
なかなか上手くなら
ないのですが、その
中にも楽しめる要素
が沢山あります。
　１年続ければ一生
飽きる事がなく、は
まってしまう事間違
いありません。環境
は整っています。
ぜひ参加ください。
　待っていま～す。

・毎週日曜日、午前１０時から八日原テニスコートで活動しています。・毎週水曜日、午後７時３０分から
　町民体育館で活動しています。
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お
知
ら
せ

公
的
年
金
収
入
の
あ
る
方

の
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

第
十
五
回
九
州
チ
ャ
レ
ン
ジ
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
（
旧
九
州
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
で
の
記
録
は
、
国
際
大
会

選
手
選
考
に
あ
た
っ
て
の
参
考
と
な

る
大
会
で
も
あ
り
ま
す
。
参
加
希
望

の
方
は
多
良
木
町
役
場
町
民
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】 

身
体
障
害
者
の
方

【
期
日
】 
平
成
二
十
四
年
三
月
十
八

日
（
日
）

【
場
所
】
熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園

　

Ｋ
Ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

多
良
木
町
役
場　

町
民
福
祉
課

電
話　

四
二
‐
一
二
五
六

　

熊
本
県
で
は
、
不
妊
治
療
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、「
特

定
不
妊
治
療
」(

体
外
受
精
又
は
顕

微
授
精)

に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
夫
婦
一
組
に
対

し
特
定
不
妊
治
療
費
を
一
回
の
治
療

に
つ
き
十
五
万
円
ま
で
と
し
て
、
一

年
度
目
は
年
三
回
ま
で
、
二
年
度
目

以
降
は
年
に
二
回
を
限
度
に
、
通
算

五
年
間
（
連
続
で
な
く
て
も
可
、
通

算
十
回
を
超
え
な
い
）、
予
算
の
範

囲
内
で
助
成
し
ま
す
。
対
象
条
件
・

申
請
期
限
お
よ
び
方
法
等
、
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

人
吉
保
健
所　

電
話
二
二
‐
三
一
〇
七

熊
本
県
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
に
つ
い
て

　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
で
は
、

①
建
設
工
事
、
②
測
量
・
建
設
コ
ン

　

平
成
二
十
三
年
分
の
確
定
申
告
か

ら
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合

計
額
が
四
百
万
円
以
下
で
、
か
つ
、

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
二
十
万
円
以
下
で
あ
る

場
合
に
は
、
所
得
税
に
つ
い
て
確
定

申
告
書
の
提
出
は
不
要
と
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
、
①
こ
の
場
合
で
あ
っ

て
も
、
例
え
ば
、
医
療
費
控
除
等
に

よ
る
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。

②
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
を

要
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
住
民

税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://www.nta.go.jp/

）

を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務

署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

人
吉
税
務
署

電
話
二
三
‐
二
三
一
一

※
自
動
音
声
案
内
の
後
「
二
」
を
選
択

平
成
二
十
三
・
二
十
四
年

度
指
名
願
の
追
加
受
付

九
州
チ
ャ
レ
ン
ジ
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
開
催

無
料
相
談
所
開
設

　

司
法
書
士
会
で
は
、
二
月
を
「
相

続
登
記
は
お
す
み
で
す
か
月
間
」
と

し
、
無
料
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
二
十
四
年
二
月
十
一

日(
土)

午
前
十
時
～
午
後
三
時 

【
場
所
】
多
良
木
町
多
目
的
研
修
セ

ン
タ
ー　

一
階
中
会
議
室

【
相
談
内
容
】
相
続
登
記
、
そ
の
他

登
記
全
般

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

熊
本
県
司
法
書
士
会
人
吉
支
部

電
話
四
三
‐
六
二
五
五

平成23年12月分 161,150㎏
平成23年度累計（H23.4月～H23.12月） （Ａ） 1,445,010㎏

前年度の12月までの累計 （Ｂ） 1,427,610㎏
（Ａ）  ー  （Ｂ） 17,400㎏

多良木町から出たゴミの量（12 月分）です！！
■多良木町の人吉球磨クリーンプラザへのゴミ搬入状況
◆可燃ゴミ　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 ◆不燃ゴミ

「１・１・１００運動」にご協力を！  ― １日・１家庭・１００グラムのゴミ減量 ―
※金額は、人吉球磨広域行政組合への負担金より算出しています。　今後とも、ゴミの分別・リサイクルの推進にご協力をお願いします。

平成23年12月分 10,720㎏
平成23年度累計（H23.4月～H23.12月） （Ａ） 80,890㎏

前年度の12月までの累計 （Ｂ） 78,250㎏
（Ａ）  ー  （Ｂ） 2,640㎏

　

特
別
給
付
金
の
支
給
の
請
求
受
付

を
行
っ
て
ま
す
。
対
象
と
な
ら
れ
る

方
は
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、

平
成
二
十
二
年
六
月
十
六
日
に
日
本

国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方

※
特
別
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
権

利
の
あ
る
方
が
請
求
せ
ず
に
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の
方
の
相
続
人

が
請
求
で
き
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
平
成
二
十
四
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者

特
別
給
付
金
に
つ
い
て

【
請
求
手
続
】

・
特
別
慰
労
品
の
贈
呈
を
受
け
ら
れ

た
方
は
、
基
金
か
ら
郵
送
さ
れ
る

「
特
別
給
付
金
支
給
の
ご
案
内
」 

に
基
づ
い
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

・
特
別
慰
労
品
を
受
け
ら
れ
て
い
な

い
方
は
、
次
の
問
合
せ
先
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

独
立
行
政
法
人　

平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金　

特
別
給
付
金
担
当

電
話
〇
五
七
〇
‐
〇
五
九
‐
二
〇
四

サ
ル
タ
ン
ト
及
び
③
物
品
調
達
に
つ

い
て
、
平
成
二
十
三
・
二
十
四
年
度

の
指
名
願
の
追
加
受
付
を
次
の
期
間

に
行
い
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
平
成
二
十
四
年
二
月

一
日(

水)

～
二
月
二
十
九
日(

水)

※
土
日
祝
日
は
除
く

※
郵
送
の
場
合
、
二
月
二
十
九
日
ま

で
の
消
印
有
効

詳
し
く
は
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合　

総
務
課

電
話
二
三
‐
三
〇
八
〇



多良木町教育委員会では
　◦学校事務職員・・・・・２名
　◦学校用務員・・・・・・２名
　◦図書業務・・・・・・・１名
　◦給食センター・・・・・１名
　◦特別支援教育支援員・・１名　を募集します。
〜詳しくは、１月第４週の回覧文書をご覧下さい〜

連絡先　多良木町教育振興課学校教育係
電話番号　４２−１２６６（直通）

（13）

平成23年 交通事故の発生状況 
（　）内は対前年比　　【12 月末日現在】

件　数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

10,475
63
13

（−355）
（−9）

（−10）

死者数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

86
3
0

（＋8）
（＋3）
（±0）

傷者数
熊本県内
多良木署管内
多良木町内

13,438
75
15

（−238）
（−14）
（−15）

『町のホットライン』を開設しています！　電話 42 − 6111（内線 210 または 231）

期  日 上 球 磨 地 区 中 球 磨 地 区 小児科 （球磨人吉地区）

2月 5日
古城病院
水上村　　44-0321

田中医院
錦町　　　38-0061

増田クリニック
人吉市　　22-3570

2月11日
そのだ医院
湯前町　　43-2063

深水内科医院
錦町　　　38-3221

人吉総合病院小児科
人吉市　　22-2191

2月12日
宮原医院
多良木町　42-2082

酒瀬川内科
錦町　　　38-0050

たかはし小児科内科医院
人吉市　　24-2222

2月19日
渡辺医院
多良木町　42-2541

小川整形外科医院
錦町　　　38-3455

やまむら医院
あさぎり町　45-0005

2月26日
横山医院
多良木町　42-2132

ほづみ皮膚科医院
錦町　　　26-5300

公立多良木病院小児科
多良木町　42-2560

球磨郡医師会休日在宅医当番表（２月分）

■診療時間は、午前 9時から午後 5時までです。
■当番医の変更等がありますので、受診時は医療機関へご確認ください。

5 日

11 土

12 日

19 日

26 日

※変更になることがあります。当日ご確認ください。

２月の休日当番薬局

町長交際費の支出状況 （Ｈ 23.12.1 〜 12.31）

No. 件　　　　　　名 金　額 支　払　先

1 12/2　南幌町より視察時土産代 4,650円 木下醸造所

2 阿久根市産業祭出席時土産代 3,000円 川辺製菓本舗

3 公用年賀状代 9,400円 木下チカ子

4 球磨一周駅伝大会３位入賞記念品代 34,000円
サンロード株式会社
明屋書店多良木店

人のうごき （12 月１日現在）

人　口    １０，８０５人
　男　　　５，０８５人
　女　　　５，７２０人

出生 　８人　　死亡 １０人
転入 １７人　　転出 ２４人

世帯数 ３，８９０世帯

水上薬局（47-8055）

清風薬局ｻﾝﾛｰﾄ゙ 免田店（49-9600）

犬童薬局（43-3903）

清風薬局ｻﾝﾛｰﾄ゙ 免田店（49-9600）

山口薬局・ピーチ店（42-7712）

つばめ薬局（25-2500）

清風薬局ｻﾝﾛｰﾄ゙ 免田店（49-9600）

エスエス堂きりん本町薬局（45-6330）

清風薬局ｻﾝﾛｰﾄ゙ 免田店（49-9600）

多良木いちご薬局（42-6888）

清風薬局ｻﾝﾛｰﾄ゙ 免田店（49-9600）

山口薬局（42-2123）

1月の納税
町県民税　　４期
健康保険税　９期
の納入月です

平成２４年度 一般職非常勤職員の募集
お　知　ら　せ



  

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め

に
と
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
の
温
か
い
善
意
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

　

藤　

本　

完　

士（
久
八
区
）

　

半
仁
田　

晴　

子（
多
一
区
の
二
）

　

川　

邉　

冨　

代（
久
四
区
）

　

和　

田　

英　

隆（
久
五
区
）

　

岩　

岡　

裕　

二（
黒
七
区
）

　

本
年
も
関
係
機
関
・
団
体
と
協
働

し
て
、
住
民
の
皆
様
と
共
に
地
域
福

祉
活
動
を
推
進
す
る
と
と
と
も
に
真

心
を
込
め
た
介
護
保
険
事
業
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（14）
再生紙を利用しています。

善
意
の
灯 

社 協 だ よ り
　
　
　

  

編
集
・
発
行
／
〒
八
六
八
ー
〇
五
九
五　

  

熊
本
県
球
磨
郡
多
良
木
町
一
六
四
八　

多
良
木
町
役
場
企
画
観
光
課　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
九
六
六
）
四
二
ー
一
二
五
七　

    

発
行
日
／
平
成
二
十
四
年
一
月
十
二
日

　

合
唱
祭
く
ま
が
わ
実
行

委
員
会
様
よ
り
、
東
日

本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

方
々
の
支
援
と
復
興
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
と
３
万

円
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
共
同
募
金
会
を

通
じ
て
被
災
者
へ
配
分
さ

れ
ま
す
。

　

多
良
木
町
商
工
会
女

性
部
様
と
ジ
ェ
ム
エ
ッ

グ
・
畔
シ
ェ
ル
ア
ー
ト
ス

タ
ジ
オ
様
よ
り
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
の
益
金
を
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
で
活
動

　

謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
東
日
本
大
震
災
は

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
が
、被
災
地
の
復
旧
・

復
興
の
支
援
活
動
を
通
し
て

地
域
の
支
え
あ
い
の
大
切
さ

を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
ま
し

た
。

　

社
協
で
は
誰
も
が
そ
の
人

ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る「
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
地

区
社
協
設
置
を
始
め
様
々
な

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
の
支
え
あ
い
づ
く
り

が
、
安
心
し
た
日
常
生
活
を

支
え
、
災
害
時
に
も
生
命
を

守
り
、
く
ら
し
を
支
え
る
大

き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。　

社
協
で
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

障
が
い
者
で
低
所
得
世
帯
の
方
へ
歳
末

助
け
合
い
事
業
と
し
て
、
歳
末
助
け
合

い
支
援
金
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
20
世
帯
の
方
が
対
象
と
な

り
、
一
世
帯
あ
た
り
七
千
円
の
支
援
金

を
担
当
地
区
の
民
生
委
員
さ
ん
の
協
力

で
贈
呈
し
ま
し
た
。

社
協
の
歳
末
助
け
合
い
事
業

す
る
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
資
金
に

と
日
赤
熊
本
県
支
部
に
８
万
円
の
寄

付
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

免
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
よ
り
、

歳
末
助
け
合
い
事
業
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
５
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
社
協
の
歳
末
助
け
合

い
事
業
に
有
効
に
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

黒
肥
地
保
育
園（
園
児
・
職
員
一

同
様
）
様
よ
り
、
困
っ
た
人
の
役
に

立
て
て
く
だ
さ
い
と
共
同
募
金
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
た
た
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す

新年あけましておめでとうございます

けやきの会の手作り弁当  おいしかった
　ボランティアグループけやきの会（会長　池本ケ
イコさん）会員による手づくり弁当が民生委員さ

んの協力で、一人暮らしの高齢者宅
（２６０世帯）に届けられました。
　毎年届くお弁当を楽しみされてい
る方も多く、「心のこもったお弁当を
おいしくいただきました」とたくさ
んの方からお礼の電話や葉書をいた
だきました。


